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イベント概要 

 

[企業名]  中外製薬株式会社  

 

[企業 ID]  4519 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] アナリスト説明会  

 

[イベント名]  DX 説明会  

 

[決算期]    

 

[日程]   2023 年 9 月 29 日  

 

[ページ数]  67 

  

[時間]   13:00 – 14:31 

（合計：91 分、登壇：61 分、質疑応答：30 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  5 名 

上席執行役員 デジタルトランスフォーメーションユニット長   

志済 聡子（以下、志済） 

デジタルトランスフォーメーションユニット ＩＴソリューション部長 
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小原 圭介（以下、小原） 

デジタルトランスフォーメーションユニット デジタル戦略推進部長  

金谷 和充（以下、金谷） 

プロジェクト・ライフサイクルマネジメントユニット 科学技術情報部長 

石井 暢也（以下、石井） 

広報 IR 部長     宮田 香絵（以下、宮田） 

（以下、） 

 

[アナリスト名]* 大和証券     橋口 和明 

   UBS 証券     酒井 文義 

アライアンス・バーンスタイン  曽木 美希 

シティグループ証券    山口 秀丸 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asia が特定出来たものに限る  
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登壇 

 

宮田：本日はご多用の中、中外製薬 DX 説明会へご出席いただき誠にありがとうございます。 

私は本日の司会を務めます、広報 IR 部の宮田でございます。よろしくお願いします。 

本日は、会場公演および Zoom ウェビナーの併用にて実施いたします。本日の会次第は、会場スク

リーン、Web 画面およびプレゼン資料 1 ページ目にお示ししております。こちらの内容に沿って

ご説明申し上げます。 

なお、事前のご案内から登壇者が 1 名増え、IT ソリューション部長の小原が追加となっておりま

す。 

ご質問はプレゼンテーションが全て終了した後、まとめてお受けいたします。Q&A は 30 分を想定

しておりますので、ぜひ積極的にご質問を頂戴できればと思います。 

それでは、志済より CHUGAI DIGITAL の進捗についてご説明申し上げます。 

志済さん、よろしくお願いいたします。 

志済：皆さん、ご多用の中、ご参加いただきまして誠にありがとうございます。ただ今紹介にあず

かりました、中外製薬デジタルトランスフォーメーションユニット長の志済と申します。今日はど

うぞよろしくお願いいたします。 

冒頭、私から CHUGAI DIGITAL の進捗ということでお話しさせていただきたいと思います。 
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まず、こちらにありますのが、2030 年、当社が目指すトップイノベーター像で、成長戦略 TOP I 

2030 の中でどのようなトップイノベーターを目指しているかといった図です。 

当然、医薬品会社として、世界の患者さんが期待する新しい新薬を創出し続けること。あるいは、

ヘルスケアに限らず世界中のさまざまなプレーヤーが中外と共創、協業することによって何か新し

いことが起こるのではないかと期待していただくこと。そして、世界のロールモデルになれるよう

な存在になりたいと思っています。 
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そうした中で、2021 年に、2030 年に向けたトップイノベーター像の実現に向けた TOP I 2030 と

いう成長戦略を描いております。 

ここで目指したいのが、この真ん中にある二つです。世界最高水準の創薬力を実現する。そして、

その投資を最大化していくためにも、先進的な事業モデルを構造的に変えていく。こういったこと

によって、上にある、非常に高い目標、R&D アウトプット倍増、あるいは、自社グローバル品を

毎年世の中に出していける会社になりたいということです。 

その TOP I 2030 のビジョンに対して、目標に対して、三つの Key Drivers として位置づけられて

いる一つが、DX、デジタルトランスフォーメーションです。私どもデジタルトランスフォーメー

ションユニットは、全社を挙げて DX を推進しています。 
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TOP I 2030 の前の年の 2020 年に、DX としての CHUGAI DIGITAL VISION 2030 を掲げておりま

す。デジタル技術によって中外製薬のビジネスを革新し、社会を変えるヘルスケアソリューション

を提供するトップイノベーターになろうというビジョンです。 

ビジネスの革新は、当然、革新的な新薬の創出や、全てのバリューチェーンの効率化、それから新

しい革新的なサービス、また、そういったものを生み出せる社員や組織の風土の改革です。 

こういったことを目指すことによって、右にある、社会を変える、当然、私どもが目指しておりま

す個別化医療の実現や、患者さんのライフタイムを通じた QOL の向上、そして、最終的には

sustainable な社会保障制度に貢献したい。このビジョンを掲げて 2020 年以来歩んでまいりまし

た。 
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よくご説明する、CHUGAI DIGITAL VISION 2030 における絵姿です。私たちがどこに注力し、何

をしようとしているのかが、この 1 枚に描かれています。 

三つの戦略の一つである青い部分、デジタルを活用した革新的な新薬創出、まさに私どものコア事

業を支えるようなデジタル化、AI を活用した創薬や、後ほどお話ししますような、リアルワール

ドデータの活用、あるいはデジタルバイオマーカーの開発です。 

それから、バリューチェーンに関しては、製薬会社のバリューチェーンは研究、臨床開発、製造、

そして、マーケティングの四つが大きな柱です。この一つ一つ全てをデジタル化し、ここを活用し

て変えていこうということです。 

また、全社を挙げて共通して、コーポレートも含めいろいろな定常業務を RPA を使って自動化し

ていくことにも取り組んでおります。 

それから、下にある基盤は、もちろん、一番下のデジタル基盤ということで、今日お話がございま

す。このデジタル基盤、あるいは人財育成のためのアカデミーなど、デジタルイノベーションラボ

と呼んでおりますが、社員のさまざまなアイデアをデジタル化して、それを実際に業務に活かして

いく取り組みも行っております。 

また、昨今で言いますと、Web3.0、あるいは ChatGPT、ジェネレーティブ AI の活用にも、今回

は触れていきたいと思っています。 
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こうした中で、ロードマップとして 2020 年からスタートして、今まさに 2023 年ですが、Phase 

1 としての基盤を構築するところから、いよいよそれを活用してビジネスを大きく変えるところを

今、目指しています。 

 

これまでの主な成果をここからはお話ししたいと思います。 
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まず、デジタルを活用した革新的な新薬創出です。ここにあるように、AI あるいはロボティクス

を活用して、創薬研究の DX の加速を実現しております。 

最初にいろいろお話がありました、抗体の最適化ということで、MALEXA ですね、機械学習のシ

ステムは当然、使い続けておりますが、今は抗体だけではなくて低分子あるいは中分子といった領

域にも AI の活用が進んでおります。 

また、画像解析に関しては、この 2020 年当初から積極的に活用して、大幅な効率化を実現してお

ります。 

それから、複雑な実験作業を支援するロボットということで、今年オープンした中外ライフサイエ

ンスパーク横浜では、来ていただいた見学のお客様にもご覧いただいております。研究者が作業す

る中で、ロボットがいろいろな試薬など、そういったものを研究者に持っていく自動化をしており

ます。 

また、ロボットだけではなくて、研究所全体のナレッジの共有、あるいはワークフロー、プロセス

など、そういったものを自動化していくデジタルの基盤も構築しております。 

それから、デジタルバイオマーカーの開発に関しては、個別のお話は今日はしませんが、全体とし

て大体 20 弱のプロジェクトにこのデジタルバイオマーカーが活用されております。今回は石井か

ら後ほど、インサイトビジネスということがあり、一つの事例である、痛みの測定のデジタルバイ

オマーカーと、その後の経緯もお話ししたいと思います。 

また、リアルワールドデータを用いた承認関連では、実際に HER2 陽性大腸がんの申請に積極的に

リアルワールドデータのエビデンスを参考資料として、当局とのいろいろなやり取りの中で、その

証明の一つに活用しております。 

また、承認申請だけではなく、早期臨床あるいは後期臨床、それから治験のデザイン、あるいは早

期の段階からの予後予測にリアルワールドデータを活用する、あるいは市販後の調査などに対して

も活用し、部門をまたいで幅広く、このリアルワールドデータの利活用が進んでおります。 
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それから、バリューチェーンです。ちょっと時間がないので急ぎますが、2020 年にスタートした

スマートファクトリーは、浮間工場での第 1 フェーズが進んでおります。 

生産計画から実際の作業計画まで落として、個々人の作業者、職員、社員に対して指示していく、

あるいは計画を伝えていくことを実現して、今、大体 200～300 名の工場の現場の社員がこの仕組

みを使っております。また、計画系だけではなくて、いろいろな教育や、あるいは遠隔ツールなど

を使いながらの作業の効率化も行っております。 

顧客エンゲージメントモデルも、何度かお話ししておりますように、顧客データ、あるいは外部の

データも含めた統合データベースを利活用することによって、AI の力を借りながらいろいろな意

思決定支援を行っております。これは、営業本部だけではなく、デリバリー三本部と私どもが呼ん

でおります、MA 本部や医薬安全性本部など、複数にまたがっての共有が行われております。 

それから、治験のデジタル化です。最近は、Decentralized Clinical Trial ということで、自宅にい

ながら治験に参加できる仕組み、これは当然、さまざまな訪問看護やいろいろなオンラインを活用

して、そういったものを早期臨床の中で実現することに成功しております。 

また、RPA に関しては、以前、2 年前ぐらいにもお話ししておりますように、2022 年末で 15 万時

間と、さらに伸長を見ております。 
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基盤に関しては、今日、小原から Chugai Cloud Infrastructure ということで、マルチクラウドの

構築についてお話ししたいと思います。 

また、サイバーセキュリティに関しても、さまざまな取り組みに関してお話ししたいと思います。 

それから、外部連携・オープンイノベーションということで、今年発表した CVC の設立も進捗し

ております。また、イノベーションラボに関しては、社内の取り組みとして、現在 450 件と、非

常に多くのアイデアが出されて、実際に本番の活用にもつながっております。 
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それから、ASPIRE ということで、私どもは次世代の ERP の導入、これは非常に重たい作業です

が、2026 年中を目指して今、Roche と一緒にやっているプロジェクトで、入れ替えを行って、こ

れを成功裏に進めたいと思っています。 

また、データドリブン経営ということでのデータ利活用や、Web3.0 への取り組みに関しては今

日、金谷からご説明します。 

また、全社で 8 月から本格的に活用しております、ジェネレーティブ AI、ChatGPT です。社内で

もさまざまなアイデアが出されて、今、ユースケースを構築中ですので、どんなユースケースがあ

るのかも含め、金谷からご説明したいと思います。 
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最後に、DX 銘柄に関しては、今年、おかげさまでプラチナ企業ということで、プラチナ企業は 3

社選ばれており、そのうちの 1 社に選ばれることができ、4 年連続その評価をいただいておりま

す。 

私からは以上です。また後ほど、ご質問がありましたらよろしくお願いしたいと思います。どうも

ありがとうございました。 

宮田：ありがとうございます。続きまして、小原より、デジタル基盤強化に向けた三つの取り組み

として、マルチクラウド戦略、サイバーセキュリティ戦略についてご説明します。 

よろしくお願いします。 

小原：皆さん、こんにちは。IT ソリューション部の小原でございます。引き続き、私からはデジ

タル基盤の強化に向けた取り組みとして、マルチクラウド戦略、それからサイバーセキュリティ戦

略につきましてご説明していきたいと思います。 
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はじめに、非常にビジーなスライドで恐縮ですが、これは、先ほど説明のあった中外 DX の絵姿

に、考えられるセキュリティリスクをマッピングしたものになります。 

ご承知のとおり、当社は研究開発型の製薬企業で、知的財産に関わる情報やゲノム情報など、個人

情報も扱っておりますので、そうした情報に対する侵害あるいは情報漏洩といったリスクも考えら

れるかなと思います。 

それから、製造業ですので、サプライチェーンのリスクも考えられるかなと思います。さらに、当

社の DX を進めていく上では、研究から開発、生産、営業に至るまで、全てのバリューチェーンに

対してセキュリティ対策を施していく、それから全社的なセキュリティ対策が喫緊の課題かなと思

っております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

15 
 

 

こうした社内外の状況を踏まえ、当社は 2020 年に CHUGAI DIGITAL VISION 2030 をつくり、サ

イバーセキュリティに関してもビジョンを策定しております。 

ここに書いてあるとおり、「ヘルスケア産業のトップイノベーター達成を支えるサイバーセキュリ

ティ先進企業になる」というもので、サイバーセキュリティにおきましても先進企業になりたいと

いう意志が込められております。 

そのビジョン達成に向けて、この下にあるとおり、組織運営費、人／文化、技術の三つの観点から

あるべき姿を描いて、その実現に向けたロードマップを策定し、着実に推進している状況です。 

本日は、この一番上の組織運営に関して、少し具体的な取り組みを紹介したいと思います。 
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ビジョン策定後、すぐに取りかかったのがこちらです。まず、セキュリティガバナンス体制の整備

を行いました。私ども IT ソリューション部が中心となって、全ての拠点、あるいは組織に情報を

伝え、それから報告される、そんな体制を築いております。 

経営層に対しても、全ての部門長が参加するデジタル戦略委員会に、四半期に一度、このガバナン

ス状況を報告するプロセスも確立しております。 

こうした体制とプロセスの確立により、それまで経営からはなかなか不透明だったセキュリティの

対策状況が定期的に伝わるようになり、さらに、改善につなげていくといった PDCA のサイクル

も実現できてきているかなと思っております。 

この枠組みができてから 2 年半がたっており、だいぶこういったサイバーセキュリティに対する健

全な危機意識というか、そういうものが醸成されてきたと感じております。 
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続きまして、このセキュリティ課題に対するアプローチをご紹介したいと思います。 

ここに、ベースラインアプローチとリスクベースアプローチとあります。ベースラインアプローチ

は、セキュリティレベルの全体を底上げする活動になっております。リスクベースアプローチは、

ベースラインで巻き取れない残存リスクを拾い上げて対応していくアプローチです。この 2 軸で網

羅的に対処していくアプローチを取っております。 
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ベースラインアプローチを、具体的に紹介していきたいと思います。あるセキュリティベンダーが

提供しているセキュリティ対策のベストプラクティス集があり、海外を含む全ての拠点においてこ

れに照らし合わせて評価してもらって、セキュリティレベルの成熟度やレベルを採点していきま

す。その採点結果に基づいて、翌年どこまで目指そうかということを握って、全体的なレベルの底

上げを進めております。 

こういったフレームワークを活用することによって、他社との比較や、自分たちがどの位置にいる

といったことが図れるようになったと思っております。 

 

続いて、リスクベースアプローチです。詳しくは説明しませんが、ここに挙げているような四つの

対策を施して、リスクを顕在化させて対応しています。 

一つ目が、システムを導入するときにセキュリティ評価することが、まず挙げられると思っていま

す。 

2 番目には、個人情報などの棚卸です。情報資産そのものに対するリスクアセスメントを実施し、

定期的なペネトレーションテストや、脅威インテリジェンスを活用しながら、社内にどんなリスク

が存在するのかを確認し、それに対応する対策を取っています。 
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昨年、集中的に取り組んでみたのが、取引先に対するセキュリティチェックです。こういったこと

をやっております。 

どの製造業様におかれても、ランサム攻撃によるサプライチェーンリスクの脅威を感じていらっし

ゃると思います。 

まず、当社では、事業継続の観点から、事業継続を管理するリスクコンプライアンス部があり、彼

らと連携して重要な取引先を特定して、約 70 社に対して、セキュリティ体制の成熟度や、技術的

な脆弱性のチェックを実施させていただきました。これは昨年、実際に PoC でやってみました。 
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こちらは、実際の結果です。4 象限の左上にある、セキュリティ体制の成熟度に少し不足があると

回答してきた企業群に対しては改善の促しをさせていただいたり、あるいはこの右下の部分、技術

的な脆弱性が散見されるといった評価が出たところには改善をお願いしたりと、こういった、まず

取り組みをさせていただいております。 
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また、リスクに関するサードパーティの管理はセキュリティだけではないと思います。。いろいろ

な部署で管理しているものですから、その管理の効率化といった面で、もう少し課題があるかなと

感じております。ここに書いてあるとおり、関連部門と連携して、こういったチェック体制を整備

していく活動を今年、進めております。 

こちらは、少し技術的な話で恐縮ですが、IT 側の体制の整備の話です。当社のデジタル基盤は、

新しいクラウドサービスの導入や、外部パートナーの活用など、常に変化して拡大し続けておりま

す。 

そうした最新の環境を適切にモニタリングしていく SOC 体制や、セキュリティログの基盤など、

こういったものの強化を図って、よりプロアクティブにこういったリスクを検知していく、そうい

った環境の整備も進めております。 

 

最後に、有事の体制です。何かサイバー攻撃があったときの体制です。当社では、サイバーリスク

を地震や台風などの災害リスクと同様に、事業継続リスクの一つとしてマネジメントしておりま

す。 

そういった観点から、何かサイバー攻撃による侵害が検知された際には、この事業継続、BCP を

管理する部署としっかりと連携して、すぐ、早期対応タスクチームと書いてあります、こういった

チームを立ち上げる、そういったことを整備してまいりました。 
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また、右側にあるように、日頃からこの公的機関や外部の専門家、セキュリティ団体の皆様とも緊

密に情報交換しながら、常に最新の情報をアップデートできる体制も築いております。 

 

これまでやってきた対策について説明してきましたが、今後取り組むテーマとして、一部挙げさせ

ていただいているのが、このデジタルサービスセキュリティであると思います。 

2030 年に向けては、一番上のグリーンの部分、ヘルスケアにおける社会課題の解決に当社が取り

組んでいくことになると思いますので、そうした患者さんや医療関係者向けのデジタルサービスを

提供すると思います。 

そうしたサービスを提供していく上では、この部分における、これまでは自社の情報の保護の枠組

みを結構整備してきましたが、今後はこういった利用者保護を観点とした対策を整備していきたい

と思っております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

23 
 

 

続きまして、マルチクラウド戦略について少し紹介していきたいなと思います。 

当社の DX の加速を支えるマルチクラウド戦略として、まず、ここに挙げておりますのは、なぜク

ラウドが必要なのかということです。これは皆さんご承知の通りで、簡単に説明したいと思いま

す。 

昨今のテクノロジーの進化により、自前でサーバーを構築する、いわゆるオンプレミスの環境と比

較して、ここに挙げているようなさまざまなメリットがあるわけです。特に最近では、この真ん中

にある環境に配慮していく観点からも、このクラウドの利用はさらに促進していきたと考えており

ます。 
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なぜマルチクラウド戦略なのかです。マルチクラウドは、当社で言うところのクラウドインフラ

に、複数のクラウドインフラサービスを使っていくことです。 

そのメリットは、まず、この青いほうに書いてあるとおり、それぞれのクラウドサービスには強み

や得手不得手もありますが、どんなサービスでも強みをしっかり使っていきたいというところが挙

げられると思います。 

その下にもある通り、ベンダーロックインや、あるいは国によってはこのサービスが使えないみた

いな地政学的なリスクも、マルチクラウドによって回避できるかなと思います。 

一方で、デメリットです。この黄色い部分に書いてあるとおり、運用の煩雑化やコスト増大に対応

していく、これが当社のマルチクラウド戦略になっております。 
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実際、これまで、当社におきましてもかなりクラウドサービスを活用しているのですが、これまで

は案件ごとに割と個別最適な部分があり、サーバー環境の払出のリードタイムが長かったり、セキ

ュリティレベルにばらつきがあったり、それから運用の部分で少し冗長化していたりと、様々な課

題を抱えておりました。 
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そういう中で、こういった課題を解決するために、昨年、CCI、Chugai Cloud Infrastructure 構想

を立ち上げております。 

このコンセプトとしては、マルチクラウドインフラを活用しながらも、この下の部分におきまして

は、セキュアでガバナンスの利いた大きな船みたいなイメージですが、これをつくっていきたいと

構想しました。 

セキュリティで言えば、医療情報を扱うということで、医療情報を扱う事業者が適切な情報保護を

するためのガイドラインがあるかと思います。われわれは 3 省 2 ガイドラインと呼んでいますが、

そういったものを参照しながらこの対策を施しております。 

こうした、堅牢で最適化された大きな船の上に、全てのバリューチェーンのシステムやアプリケー

ションを載せていく構想を立ち上げております。 

 

実際に、今年の 4 月には AWS の標準化が進み、Microsoft Azure にも進んで、今は Google Cloud

の標準化を進めており、11 月には本稼働を迎えられるかなと考えております。 

今ご説明したとおり、当社におけるマルチクラウドの利用方針をまとめたものです。既に幅広く使

っております AWS をメインとして、この Microsoft Azure や Google Cloud をサブとしながら、

それぞれの特徴、強みを活かしながら活用していくことを考えております。 
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特に Microsoft Azure は、この後ご説明する ChatGPT が Microsoft Azure 上で動いております

し、Google Cloud につきましては、Google さんが強い機械学習やビッグデータ解析を、特に研究

領域において活用していきたいと考えております。 

 

こちらは、私の最後のスライドになります。CCI の導入効果を記載しております。この CCI の導入

によって、複数のクラウドサービスのそれぞれの強みを活かしながら、スピードとガバナンスの両

立を実現し、さらに運用コストの削減も実現しております。 

今後、テクノロジーの進化によって、こうしたクラウドサービスはますます進化していくことが予

想されます。そうした革新的なサービスをいち早く利用できる環境が整ったことで、中外 DX のさ

らなる加速に貢献できるものと考えております。 

私からの説明は以上となります。ご清聴ありがとうございました。 

宮田：ありがとうございました。続きまして、生成 AI 活用に向けた取り組み、ヘルスケア

×Web3.0 の取り組みについて、金谷よりご説明します。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

金谷：皆様、こんにちは。デジタル戦略推進部長をやっております、金谷でございます。本日は、

どうぞよろしくお願いいたします。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

28 
 

私からは、まず生成 AI 活用に向けた取り組み、次にヘルスケアと Web3.0 の取り組みをお伝えし

たいと思います。 

 

まず、生成 AI です。今年の初めに、生成 AI がかなり盛り上がってきたと認識しており、その中で

代表的な ChatGPT を社内で導入し、活用していく方向性 1 のところは、当然、積極的に進めてい

きたいと考えております。 

それだけではなくて、方向性 2 と書いていますように、各部門、ビジネス部門でかなり高度な業務

を行っていますので、それに適した生成 AI、そして外部でもそれらを提供しているサービスプロ

バイダーはかなりたくさんあり、こういった外部の力も積極的に活用していきたいというのが方向

性 2 です。 

三つ目が、一番大事なところと考えています。弊社としてはコア事業が創薬ですので、創薬に、

ChatGPT に代表されるような大規模言語モデルだけではなくて、生成 AI 全体をどのように使える

かをまとめていく必要があるのではないかと、この方向性を年初から考えて現在に至ります。 
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まずは、ChatGPT の活用状況をお伝えしたいと思います。 

今年、社内の環境を整え、まずは限定的なメンバーによってトライアルし、そこの中でどのような

ユースケースがつくれるのか、そして全社に展開する上でガイドラインなどをどのように制定しな

ければいけないのかを洗い出した上で、それらを整えて、8 月より全社展開を開始しています。現

在は、社内で登録された方に関しては、全社員が活用できる状況を整えております。 

これらを整える上で、よく言われている話ではありますが、下に書いてあるリスク対応、こういっ

たところにしっかり対応する必要があるのではないかなと考えています。 

製薬企業ですので、知的財産などを侵害することはあってはならないです。また、個人情報などを

取り扱っていることもありますので、それらが漏洩することがないように、誤ったことを伝えない

ようにということをガイドラインなどで決めた上で、一人一人のリテラシーを上げることで、これ

らを防いでいこうというのがコンセプトです。 
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この ChatGPT を社内に展開している中での初期のユースケースを、かなりたくさん上がっている

中からピックアップしてまいりました。 

一つは、一番左に書いています、論文取得と Abstract 要約です。昨今、たくさんの情報が世の中

に出ていて、論文だけでもかなりの数を集めて、それを研究者として熟読していくのも難しい時代

に来ているかなと思っています。これを自動で取得し、要約し、それを日次で研究者にフィードバ

ックすることができると、業務効率が上がるということで、こういったユースケースも随時進めて

おります。 

そして、研究者、データサイエンス、そして社内にいるエンジニアの方々がプログラミングの効率

化によって、生産性がかなり上がっている分野かなと認識しています。 

また、ChatGPT はかなり言語に特化していますので、今までアンケートなどの集計、もしくは定

性的な評価など、人が目で追っていたところを、こういった言語モデルを活用することによって、

うまく分析、そしてその後の打ち手のたたきをつくるところに向けて活用が進んでいると考えてお

ります。 

限定したユースケースをお示ししましたが、社内の全バリューチェーン、全組織の中で何に使える

かをそれぞれ考えていただいて、今はそれに優先順位をつけて、どこから手を打っていけばいいの

かを整理している段階です。 
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その中で、三つの枠組みを取っています。一番上の、ChatGPT を代表とする大規模言語モデル、

もしくは近々リリースされるだろうサービスによって、かなり使えるのではないかというところ

は、そういったものを活用して業務を推進していきます。 

そして、真ん中に書いてあるところは、どうしても社内にあるデータを利活用しないとうまくソリ

ューションとして動かないものがあるのかなと理解しています。代表的なのが、社内にある標準手

順書や社内の規定、文書の作成、もしくはシステムを理解するみたいなところを、データを読み込

むことによって、ユーザーがかなり簡易に、効率的に使える状況をつくり出したいというのが、真

ん中です。こういったところは、全社の横串の機能として、デジタルトランスフォーメーションユ

ニットがバーストする形で、この環境を実現していきたいと考えています。 

一番下のところは、先ほど小原からも説明がありましたとおり、IT 基盤を活用して全社の横断的

な検索、もしくは規制や他業界の動向など、全社で活用するところ盤については、デジタルトラン

スフォーメーションユニットが基盤をつくることによって全社を支えていく。それを活用して効率

化、もしくは新たな価値創造につなげていきたいと考えております。 
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ChatGPT をはじめとした Generative AI がある中で、一番下に書いてある推進体制を整え、そし

て真ん中に書いてあるのは仕組みづくりです。 

実際に、推進体制としては、トライアルをやって知見をためていく構造や、ガイドラインなどの仕

組みをつくっていき、社内で推進していく体制を確立していかないと、なかなか社内でうまく回っ

ていかないと認識しています。 

ですので、この推進体制をつくった上で、言語モデルや、そして他の生成 AI のモデルなどをうま

く活用して、データを集約する場所や、モデルを選択できるシステム、そういったものを整えて、

その上で、一番上のビジネス部門がそれを利活用して、新しい価値を生んでいくことを進めたい

と、こういう 3 段の構造を構想して進めております。 
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たくさんのことを進めていく中で、横軸には中外の戦略とアセットとの整合性を取って、縦軸には

解決できるまでの時間を取って、4 象限に整理して、どこの範囲に当てはまるソリューションなの

かを理解した上で、社内で優先順位をつくっている状況です。 

一番左下の、クイックな業務効率化という部分は全社にわたるところで、既にお示ししていたよう

なユースケースがどんどん進んでいる部分で、業務を単純に効率化できる部分に分類されるます。 

そして、右側のところが重要だと考えていて、特にわれわれのコア事業である研究、そして早期臨

床の部分のプレーヤーが新しいインサイトを生む活動、もしくは意思決定できる、1 番に早く持っ

ていきたいです。 

ただ、一足飛びにそこまで持っていくのも難しいので、2 番のところ、まずは社内の知見をうまく

活用できるところで、今まで埋もれていたデータを利活用して、新しい価値を生んでいきたいと今

は考えています。 
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この研究と早期臨床までに注力して抜き出しますと、研究の分野では、研究者がかなり考えて、そ

れを実行に移している、埋もれている知見がかなりあることが社内でも分かっています。ここを再

利用したいというのが強い思いであり、その部分を実現していきます。 

そして、トランスレーショナルリサーチや開発ではプロトコルをつくっていく、そういったところ

で、こういう価値が新たな価値につながるところに持っていけるのではないかなと考えて、こうい

った取り組みを社内で進めています。 
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次の、ヘルスケア×Web3.0 の取り組みについてもご説明させていただきます。 

既にご存じの方は多いと思いますが、Web の変遷ということで、まずはインターネットが出てき

た Web1.0 の時代。そして、SNS を代表とする双方向でのやり取りが始まった Web2.0。そして、

この Web3.0 は、基盤技術は基本的にブロックチェーンだと思いますが、権利、データが各システ

ムで、個人で分散管理されて、巨大 IT 企業に依存しない、個人が直接相互につながることができ

る仕組みだと理解しています。 
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このような Web3.0 の中で、代表的なブロックチェーンの技術に関しても、例えばトークンを発行

する、分散型の ID を管理する、もしくは後ほど事例でお示しするような、DAO と呼ばれる自律分

散型組織、こういったことに、このブロックチェーンの技術が多く活用されているのだとわれわれ

は捉えております。 

 

Web3.0 はかなり革新的な技術だと見ており、中外製薬の解釈をまとめております。 
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まずは、Web2.0 の時代で企業が保有していたデータを、個人が保有する時代に変わってきて、そ

れはデータの主権を個人が持つことで、個が主役になれる世界が、こういうデジタル技術を活用し

て成し遂げられるのではないかなと理解しています。 

また、あわせて、中央集権型であった仕組みが自律分散型の組織に変わってくる、こういった組

織、コミュニティのあり方が変わってくると考えています。 

こういった変わりつつある組織の形態を踏まえて、新しい仕組みの中で価値創造が生まれてくるの

だろうと思っています。中心は個が主役になる世界だと、今は考えます。 

 

これを、Healthcare の世界観に落としますと、プレーヤーとして中心となるのは患者さん、医療

関係者、そしてわれわれヘルスケア企業とアカデミアを含む研究者の方々、こういった 4 つのプレ

ーヤーに分けますと、患者さんは当然、自分のお持ちになっているデータを誰に開示するのか、誰

にどう使ってもらうのかをコントロールできる時代になってくるのかなと思います。 

それを提供する代わりに、最適な治療を受けられたり、ヘルスケア企業から最適なソリューション

が提供されたり、そういう世界観がつくれるのではないかなと考えています。 

また、B、C で示しているように、今まで通常の枠組みでは生まれてこなかったようなシーズの利

活用や、IP の利活用も、医療関係者や研究者、そしてヘルスケア企業が、この DAO という仕組み

の中で組織化されることによって、うまく使えるようになるのではないかなと捉えています。 
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この Web3.0 の中でも DAO に絞った形でイメージをお示ししています。 

例えば、患者さんが中心となる患者 DAO、ここには患者さんだけではなく、もちろん製薬企業や

ヘルスケア企業、そしてアカデミアの先生方も入る自律分散型の組織の中で、患者さんが提供する

データを利用するプレーヤーや、資金を提供するプレーヤーなど、患者さん一人一人も個が主役に

なれる権利、そしてアイデアを主張する場面がつくれるのではないかなと考えています。 

これは患者さんだけではなくて、ドクターや他の研究者 DAO ということにつながるのではないか

なと考えています。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

39 
 

 

その中で、実現イメージとして、研究 DAO をお示ししています。 

最終的には、われわれ、コア事業である創薬にこういった組織も活用していきたいと考えていま

す。ですので、知財の正確な保護や、フェアな運営から生まれる新たな競争の仕組み、共につくっ

ていく仕組みがあって、それが新しいイノベーションを創出するのではないかなという、この可能

性を探索したいなと、検討を進めております。 
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ただ、まだまだわれわれは、一足飛びに先ほどのような世界観が実現できる状況ではないかなとは

理解しております。 

Phase 1 といていますように、まずはわれわれがケイパビリティを獲得していく、そして初期で

DAO や Web3.0 の技術がどう活用できるのかを理解していくフェーズを今、踏んでいるのかなと

思います。その先には、適用範囲を広げ、新たな価値が生まれる世界観をつくっていきたいと考え

ています。 

 

足元で、われわれは先ほど、外部の方を巻き込んだ DAO を示しましたが、まずは社内で、Web3.0

の技術、ブロックチェーンの技術を使ったこの自律分散型組織が新たな価値を生むのかに、実際に

今、取り組んでいるフェーズになります。 

社内の名称として、実験室で新たなものが生まれるという願いを込めて LABORN と付けていま

す。自由闊達なコミュニケーションがこういう自律分散型組織で生まれるのか、そして意思決定や

意思表示が貢献度に反映されるのか、エンゲージメントスコアや投票権を与えることなどで仕組み

化することによって、この DAO という仕組みが社内でどう活用できるのか、検討を進めておりま

す。 
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この中でアイデアを創発して、こういう DAO の中で、レイヤーや役職にとらわれず上げることで

アイデアをつくり、それをプロジェクト化し、プロジェクト化して成果が生まれたときには、最初

にアイデアを創出した人にちゃんとインセンティブが返っていく、これを回すことで、この DAO

の価値を検証していきたいなと考えております。 
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今の使用感も少し資料にまとめていますので、ご興味があれば後ほどご覧いただきたいなと思いま

す。 

匿名性や、役職にとらわれずに活躍したい、個が生きる世界観はかなりの好評を社内でいただいて

いる部分がありますので、この辺をうまく伸ばしていきたいなと考えております。 

 

最後に、先ほど申し上げた社内 DAO の検討を進め、社外のプレーヤーの方とも一緒にこの新しい

Web3.0 など、新規技術を活用した活動にも積極的に取り組んでいきたいと思っています。またお

声掛けがいろいろあるかと思いますが、そのときにはどうぞよろしくお願いいたします。 

私の発表は以上となります。ご清聴ありがとうございました。 

宮田：ありがとうございました。続きまして、石井より、インサイトビジネスの進捗状況について

ご説明します。 

それでは、お願いいたします。 

石井：皆さん、こんにちは。中外製薬科学技術情報部長の石井と申します。本日はよろしくお願い

いたします。 

最後のパートでは、インサイトビジネスの取り組みについてお話しさせていただこうと思います。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

43 
 

 

インサイトビジネスの取り組みは今回が初めてのご紹介になりますので、まずはインサイトビジネ

スが何かということから始めさせていただこうと思います。 

ここで言うインサイトとは、中を見るということが語源であり、直訳すると、洞察や直感、発見と

いう意味合いになります。ここでは、表面的な事象からその本質を見抜くですとか、その本質その

ものを指しております。 

私たちの取り組み、インサイトビジネスは、こちらに示しますように、さまざまなルートから得ら

れるデータをもとにして、そこからインサイトを見いだし、それをソリューションという形にて開

発して、提供することを目指しております。 

そこから得られるデータを新たなインサイトの創出に結び付けるという、インサイト創出循環サイ

クル構築という部分と、インサイトを基にしたソリューションをさまざまなステークホルダーに提

供して、それによる事業化を行う、二つのパートから構成されております。 

これにより、医薬品などの価値をさらに向上させることを目的とし、インサイトに基づくソリュー

ションの持続的提供を可能とすることを目指したインサイトビジネスの実現を目指しております。 
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インサイトビジネスへなぜ取り組むのかですが、中外製薬のコアビジネスは、これまでどおり画期

的な医薬品の提供ということは変わりありません。しかしながら、社会の環境の変化や技術の進展

により、社会からは革新的医薬品の創出を超えた価値の提供が求められる時代になってきていると

認識しております。 

こういった変化への対応として、多様なデータの解析から得られるインサイトを活用したソリュー

ションを医薬品や診断などと組み合わせることにより、患者価値を最大化することが求められてい

ます。 

さらに、このソリューションを持続的に成長するためには、事業化を前提として取り組むことが必

要であると考えております。これらへの対応として、インサイトビジネスの検討に取り組んでおり

ます。 
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事業化という観点に加え、インサイトビジネスを進める上で重要な点は、インサイトビジネスの価

値循環モデルとなります。 

こちらに示しますように、インサイトの起点はデータです。さまざまなルートで得られるデータの

高度な解析からインサイトを見いだします。 

このインサイトを提供可能な形にするためには、ソリューションの開発が必要となります。このソ

リューションの臨床的価値が検証されれば、これらのソリューションを活用することで、臨床開発

の効率化にもつなげられ、さらには実医療の中での患者さんへの価値提供にもつなげられると期待

しております。 

これらを事業提供するための事業化には、規制・品質への対応、事業モデルの構築などの取り組み

も必要となってまいります。持続的かつ広くソリューションを提供することで、新たなデータへの

アクセス、収集が可能となり、新たなインサイト創出へ循環できます。インサイトビジネスを通じ

た価値循環の実現を目指していきます。 
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インサイトビジネスの展開が想定される領域は、インサイトビジネスのソリューションの主体がデ

ジタルソリューションであるという特性から、こちらに示した医療の領域から、健常人、健康人を

対象とした非医療の領域まで、幅広い展開の可能性が示唆されております。 

しかしながら、冒頭に述べたように、インサイトビジネスの目的が医薬品、医薬の提供に伴う患者

価値の向上であることから、今回の対象は医療の領域を想定しております。 

具体的な事例としては、真ん中にありますように、早期発見、診断精度向上／効率化、治療最適

化、モニタリング、予後悪化・再発予測といったことが含まれるかなと考えております。 
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インサイトビジネスで取り組み基本方針は、中外の競合優位性や医薬品とのシナジーを考慮し、患

者および医療機関、医療システムの課題に焦点を当てることとしております。 

大きくは、Roche から導入するソリューションの国内展開と、自社創出品に関するソリューション

の開発、臨床開発での活用と上市後の展開となります。 

取り組みの方向性は、大きくは、意思決定支援とリモート患者モニタリングの二つとなります。お

のおのの研究開発の場面で使用されるもの、事業の中で使用されるものから構成されています。 

ソリューションの提供先は、スライド下部に示したように、おのおののソリューションにより、患

者さんから医療従事者、それから医療機関など、さまざまになることが想定されます。 
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中外製薬でのインサイトビジネスの取り組みと類似した Roche 内の活動として、Integrated 

solutions があります。 

Integrated solutions は、患者ジャーニーを通じて患者提供価値の向上につながる、製品に依存し

ないソリューションの総称です。例えば、こちらにあるように、Early + accurate detection、

Timely diagnosis、Remote disease monitoring、Individually tailored care/interventions という

ものが対象となっております。 

具体的な事例は、右側に示したように、多発性硬化症の患者さん、あるいは眼科疾患の患者さん、

あるいはがん患者さんに対し、スマートフォンアプリを用いたリモートモニタリングなどが考えら

れます。さらには、がん患者さんの放射線画像や病理画像の AI を用いた解析支援などがありま

す。このうち一部は、年内には事業化されることが既に報告されております。 
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インサイトビジネスは、中外製薬の成長戦略である TOP I 2030 の中で、成長基盤改革の一つとし

て位置づけられております。 

この中で、2030 年のインサイトビジネス事業体制確立を目標に、個別のユースケースの取り組み

を通じた技術・効果の検証、社内体制の検討や外部との協業モデルの構築に取り組んでおります。 

この 2030 年までの期間を三つに分けて、探索フェーズ、検証フェーズ、事業化フェーズに分割し

ております。おのおの個別ユースケースを通じた技術検証、複数プロジェクトへの展開によるユー

スケース拡大と効果の検証、それからインサイトビジネスの連続創出と持続的な価値提供を可能と

する事業体制の確立を目標に掲げて進めております。 

具体的な取り組み事例は現在、まだ検討段階にあり、多くは申し上げられませんが、右側に示した

とおり、中外製薬のパイプラインに沿った疾患領域での意思決定支援やリモートモニタリングに取

り組んでおります。 
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その中から、本日は子宮内膜症でのインサイトビジネスの取り組みについて、いくつかの事例を簡

単にご紹介させていただきます。 

子宮内膜症とは、成人女性の 10%が罹患し、子宮の内膜を覆う子宮内膜に似た組織が子宮の内腔

外にできてしまう疾患です。不妊の原因の一つであり、低頻度ではあるものの、卵巣がんのリスク

因子の一つとしても知られております。 

主な症状は炎症や癒着による痛みや月経痛の悪化であり、主な治療法はホルモンなどの薬物療法や

手術となります。疾患における課題としては、非侵襲性の画像診断が必要であること、あるいは痛

みを客観的かつ定量的に評価することが難しいことが挙げられます。 

中外製薬は現在、抗 IL-8 リサイクリング抗体を、子宮内膜症を対象として開発中であり、インサ

イトビジネスの取り組みが、将来はこの薬剤の患者さんへの価値提供の向上につなげられることを

期待しております。 
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その中で、一つ目の事例は、子宮内膜症画像診断の AI アルゴリズム開発となります。現在の子宮

内膜症の診断は、侵襲性の高い内視鏡による確定診断が必要である一方で、MRI などの画像診断で

は判定が難しく、評価者による差が大きいことが問題となっております。 

これは、薬剤開発における臨床効果の有効性判定でのばらつきにつながるとともに、子宮内膜症の

正確な診断や病態進展の評価を困難とさせる原因の一部ともなっております。 

AI 企業である Preferred Networks 社との協働により、人工知能による骨盤内臓器および結節病変

の検出モデルの開発に取り組んでおります。 

左に示したように、MR 画像から子宮内膜症病巣の可能性が高い部分を自動的に検出するだけでな

く、右側のグラフに示したように、専門医によるアノテーションから計算された子宮嚢胞の術前・

術後の病巣の変化を予測するプログラムでもできております。右側のグラフは、縦軸が専門医によ

る評価、右側がアルゴリズムによる予測の結果となっております。 
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二つ目の事例は、子宮内膜症の痛みの客観的定量化です。痛みは子宮内膜症の最も困難な症状の一

つでありながら、その評価は VAS、すなわち視覚的なアナログスケールや NRS、すなわち数値的

評価スケールなど、主観的な評価が用いられており、これらは個人差が大きいことから、臨床試験

での有効性判定の問題として度々指摘されております。 

この問題に取り組むために、米国の Biofourmis 社との協働により、デジタルデバイスを用いた継

続的な痛みの定量化測定技術の開発を試みております。 

子宮内膜症の痛みは自律神経を介していることが報告されておりますので、心拍数変動、皮膚コン

ダクタンスなどの自律神経による痛みに関連するバイタルシグナルを、ウェアラブルデバイスで継

続的に測定することで、痛みの客観スコア化を目指しております。 

開発されたアルゴリズムを用いた子宮内膜症患者さんの痛み測定の検証が現在、進められており、

その結果は学会でも既に報告しております。今後、薬剤の有効性評価や患者さんの状態のモニタリ

ング、ソリューションとしての活用を期待しております。 
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三つ目の事例は、ソリューションを患者さんや医療機関へ提供するための課題解決に向けた取り組

みです。 

先ほど触れた、Biofourmis 社が医療機関に提供するバーチャルケアプラットフォーム、いわゆる

遠隔治療のプラットフォームを用いて、痛み定量化のソリューションを提供することに取り組んで

おります。 

子宮内膜症患者さん向けのバーチャルケアプラットフォームの開発を現在、進めており、米国での

小スケールでの提供に向けて準備を進めている段階にあります。このプラットフォームを通じて、

収集したデータから新たなインサイトを見いだし、子宮内膜症に関する中外製薬での研究開発、お

よび開発中の子宮内膜症治療薬候補の上市の活動支援につなげられることを想定しております。 

本日は、子宮内膜症のインサイトビジネスの取り組みについて三つご紹介しましたが、この他にも

いくつかの取り組みがあり、今後さらに拡大していく予定です。 
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今後の取り組みが必要となる課題を示しております。医療機器に対する規制、個人情報保護に対す

る規制などが今後必要になってまいり、ソリューションの展開先、例えば日本や海外に応じて適切

に個人情報を保護しつつ、各種規制に対応することが求められております。 

また、これらを推進していくためには、患者さん、医療関係者、医療機関、規制当局などの関連ス

テークホルダーを巻き込むことが必要となってまいります。特に、ソリューション開発の早期の段

階からさまざまなステークホルダーへの有益性を考慮し、持続的にサービス提供可能なソリューシ

ョンを構築することが必要となってまいります。 

ソリューション開発事例の創出を通じて得られたナレッジを社内にどんどん蓄積していくことも、

今後の効率化には必要だと考えております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

55 
 

 

まとめになります。私たち中外製薬は、医薬品の提供価値のさらなる向上を目指した、インサイト

ビジネスに基づく持続的なソリューションの提供を実現する、インサイトビジネスの事業化に取り

組んでおります。 

医薬品の R&D 活動など、社内のさまざまな活動で得られたデータをもとにしたインサイトをソリ

ューションへ発展させることで、医薬品価値の最大化と、持続的なデータの取得による MDAS、

意味のある大規模なデータを意味しますが、この構築を実現し、新たなインサイトの価値創出につ

なげることによる循環の実現を目指しております。 

ご清聴どうもありがとうございました。  
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質疑応答 

 

宮田 [M]：これより、質疑応答に移ります。 

なお、ご質問内容の音声はプレゼンテーションとともに、後日、当社 Web サイトに掲載させてい

ただきますので、あらかじめご了承ください。 

 

渥美 [Q]：日経 BP の渥美と申します。お話ありがとうございました。生成 AI について 2 点うか

がいたいと思います。 

1 点目が、中外版 ChatGPT を Microsoft Azure 上に構築とあるのですが、こちらは Microsoft 

Azure OpenAI Service を使っているのか。 

2 点目が、今後はコアである創薬のほうに生成 AI を活用していきたいということだったのです

が、段階を踏まれていく中で、何が一番創薬、生成 AI を使う中で課題だと感じられているのか。

この 2 点をうかがえればと思います。 

金谷 [A]：ご質問ありがとうございます。私から回答させていただきます。 

まず、1 点目は、ご指摘いただいたような Microsoft Azure OpenAI を社内で展開しているという

ことで、社内のセキュアな環境で外部にも情報が漏洩しないことも確認して、その仕組みをまずは

展開している状況になります。先ほどあったマルチクラウドのような戦略の中で、かなりいろいろ

な生成 AI を試せる環境もまた別途、構築を並行して進めている状況ですので、そこに限らず、活

用を進めていきたいと思っております。 

2 点目は、ドライとウェットの融合が一番大事なのではないかなとは考えています。ドライででき

ることも、たくさんデータは出てきますが、それを検証するウェットな作業がどうしても発生しま

す。ですので、そこをいかに効率化できるか、確度を上げたものをウェットで確かめていく、そう

いった組み合わせの最適化を求めていくところで、今後、ドライの研究者とウェットの研究者のコ

ラボレーションが必要なのかなと考えております。 

渥美 [M]：ありがとうございます。 

 

橋口 [Q]：大和証券の橋口と申します。今日はありがとうございます。 
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Web3.0 の活用やインサイトビジネスについては、今後のタイムラインをお示しいただきました。

結構アグレッシブな目標設定だなという印象を持ちました。ですが、このタイムラインでこの改革

を実現していこうと思うと、志済様のスライドの 6 ページでお示しいただいた Phase 1 の部分が

しっかり進んでいないと、皆様の部署の取り組みが素晴らしくても会社が付いてこないのではない

かと私も思ってしまいます。現状、このターゲットの達成度合いについて、どの程度自信を持って

いらっしゃるのか。 

生成 AI の活用に関しては、こういったタイムラインをお示しされなかったと思うのですが、これ

はまだかなり時間がかかりそうなのか、現状からするとタイムラインが不透明なのか、その背景に

ついてもコメントいただけませんでしょうか。 

志済 [A]：ご質問ありがとうございました。今、Phase 1 を終えて、Phase 2 ということで、本当

にいろいろな動きをやっております。業界的にも先駆け的な取り組みだと思います。 

それを行う上で重要なのは、社員のマインドセットです。当社は、よく失敗を恐れずにと言うので

すが、一方では、非常にコンプライアンスや GMP、GxP など、いろいろな規制のある中で、社員

の人たちが新しいことに取り組んでいく姿勢をどう育むかと、2020 年から始めた中外デジタルア

カデミーやイノベーションラボなどが、まずは礎になっております。 

それだけではなくて、例えばイノベーションラボを行う上でも、生成 AI を使ってもっとこういう

ことができないかとか、DAO や、そういう Web3.0 の技術を用いて、例えばメタバースを活用し

て患者さんと会話できないかなど、そのように発想を広げてもらう、その起点をずっとつくってき

ました。 

ですので、技術にキャッチアップすることもそうですが、そこにいち早くチャレンジしていく、そ

ういうマインドはこの 3 年間で非常にできてきていますので、社員の人から見ると、また新しいハ

ードル、また新しいトライが生まれたなという印象はあると思います。そこも、例えば、生成

AI、ChatGPT のトライアルを募集すると、500 人とか言っている中で、はるかに超えた応募が、

手が挙がる、割とそういう組織文化はできているのかなと思います。 

生成 AI のロードマップについては金谷から。 

金谷 [A]：生成 AI のタイムラインのご質問だったかなと思います。 

生成 AI は、あくまでもツールだとわれわれも理解しております。生成 AI で何かをつくり上げると

いうよりは、われわれのコア事業である創薬、生産性を 2 倍、もしくは自社品のグローバル品を毎

年上市というところにいかに活用できるかだと考えています。随時、技術も変わっていきますし、
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生成 AI で何かというよりは、その目標にいかに使えるかというところで、随時、それを使ってい

くスタンスでいるので、少しタイムラインという形ではお示ししなかったという背景があります。 

橋口 [Q]：ありがとうございます。 

2 点目が、子宮内膜症の開発において、臨床試験データの取り方について新しいことにチャレンジ

されていることのリスクについてどう考えるかをお聞かせいただきたいです。臨床試験データは、

一つは規制当局に薬の有効性を理解してもらうために取ることと、お医者さんや患者さんに他の治

療選択肢と比べてこの治療がどれだけ優れているのかを理解してもらうために取っている部分もあ

ると思います。 

規制当局からすると、新しい取り方であることによって、そのデータがどこまで信用できるかとい

う疑念がどうしても出てしまったり、あるいは、お医者さんや患者さん、特にお医者さんからした

場合に、普段見慣れている、これまでなじみのある取り方と違う取り方だと、そのデータを見たと

きにどれほど優れているのかがなかなかピンときにくい部分もあると思います。そういった点につ

いては、どのように対処されていらっしゃるでしょうか。 

石井 [A]：ご質問どうもありがとうございました。 

その点は、非常に重要な点だと考えております。私の話の中でも、最後、今後の課題として挙げた

中の 2 番目だったかなと思いますが、ステークホルダーとの早くからの連携が必要になってくるか

なと思っております。今、使っている指標はオーソライズされたもので、かなり確立されたもので

すので、それに対して同等なのか、それよりもアドバンテージがあるのかを、ステークホルダーを

巻き込んだ形で早期から示した上で、臨床試験の中で使っていくのかなとは理解しております。 

橋口 [M]：ありがとうございました。 

 

酒井 [Q]：UBS の酒井といいます。 

最初にお聞きしたいのは、御社と Roche のビジネスモデルから考えると、この取り組みはあくま

でも国内に限定されるものなのか。であるとすると、これはかなりのコストもかかると思うのです

が、いかに採算性と、それから投資を考えて取り組まれているのか。まず、この点をお聞かせくだ

さい。 

石井 [A]：ご質問どうもありがとうございます。 
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ご指摘の点で、まず一つは、Roche の製品に伴って、あるソリューションというものが、先ほどご

説明したとおりあります。それに対して、自社創出品に関しても同じような取り組みに、中外製薬

として取り組んでおります。それに関しては、中外製薬が責任を持って今後も続けていくことだと

考えております。 

事業性に関しては、先ほどお示ししたとおり、現在、三つのパートに分けて検証しており、今はま

だ技術検証の段階にありますので、事業化に関しては今後の検討とさせていただいております。今

後、また進捗がありましたらご説明させていただく機会を設けたいと思います。 

酒井 [Q]：ありがとうございます。 

それから、この質問が適正なのか分からないのですが、いわゆるリアルワールドデータの活用とい

うことが言われて久しいと思います。これはいざ使おうと思うと、例えばカルテに入力されている

データ、電子カルテはそうだと思うのですが、なかなかバラバラで、統一的なものが取ってこられ

ない、それによって当然、患者のこれまでの治療の履歴や投与された薬剤など、こういったデータ

もきちっと取れないケースがよくあると思うのですね、特に国内の場合には。 

そういったケースについては、こういったデジタルを活用すること、また生成 AI を活用すること

によって、かなり予見性を高められて、データの収集、それから結局は創薬の開発に結び付けるこ

とだと思うのですが、創薬の開発へ結び付けるこのプロセスがかなり短縮、効率化できる、お金も

かからなくなる取り組みを御社もお考えか。この辺はいかがですか。 

金谷 [A]：ご質問ありがとうございます。 

リアルワールドデータのところは課題もまだまだ多いのかなと、われわれも認識しています。た

だ、アカデミアや医療関係者の方々、そして外部のデータを使っていらっしゃる企業の方々と、わ

れわれも今、協働を各種しており、データの収集やクレンジング、そして利活用に関して、どこに

課題があるかはかなり理解が進んできたところかなと思っています。 

例えば生成 AI に関しては、今日はわれわれの活用の事例をお示ししましたが、医療機関側にも、

生成 AI などは既にアメリカの大きな病院の中では、探索ですが導入が進んでおり、患者さんから

の聞き取りや、電子カルテのサマライズなど、言語の集約がかなり効果的に使われていくのではな

いかなとは見立てております。 

そうすると、かなり今データとして不足しているのは、特に副作用と治療のアウトカムが、文字情

報で入っていることが多いですので、その辺りを製薬企業としては欲しいのですが、そこがうまく
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利活用できないというのが結構大きな問題かなと思います。こういったものが技術で解決されてく

ることも踏まえて、どういう取り組みが本当に必要なのかを検討している状況です。 

酒井 [Q]：この問題はかなりすぐ解決できるものではないと思うのですが、大体皆さんから見てど

のくらいの時間を必要とするというか、本当の意味でのリアルデータの活用ができるタイミングは

どのぐらいになるのだろうとお考えですか。 

金谷 [A]：なかなか時期を明確に申し上げるのは難しいですが、今年、例えばわれわれ、リアルワ

ールドデータの活用ということで、HER2 陽性大腸がんの治療薬の適用拡大にリアルワールドデー

タを活用したというのを、先ほど志済の話の中でもお示ししました。 

また、次世代医療基盤法の改正が行われて、仮名化情報が来年から使えるようになっていく流れも

あるかなと思っています。そういうことになってくると、われわれが今まで研究の中で自社の意思

決定にしか使えなかったものが、より臨床試験などのコホートの、試験外の比較のデータとして使

えたりということもかなり進んでいくのかなと思っています。 

活用するプレーヤーもどんどん増えてきているとは理解していますので、明確な時期でお答えはで

きておりませんが、ここはかなり医療改革 DX が進んでいく中で課題が解決されていくのではない

かと、われわれの期待を込めて、一プレーヤーとしてもそこに積極的に入って努力している状況で

す。 

酒井 [M]：ありがとうございます。 

志済 [A]：今、金谷が話したように、私ども、リアルワールドデータの利活用に関しては 2021 年

に PoV を出して、製薬会社としての利活用の方向性を示した中で、次世代医療基盤法の改定や、

仮名化情報事業者の認定など、世の中が少しずつ動いていると思います。電子カルテの統一化も大

きなテーマになっていて、今の政権の動き、あるいは厚生労働省を中心とした医療 DX に関わると

ころの動きは、当時に比べると結構進んできているなと思います。 

法の整備に伴い、私ども自身が認定の、今度は利用事業者になるような、そういった準備も進めて

いきたいなと、これは当然、来年きちんとしたガイドラインが出て、それを見てからになります

が、そういった対応についても準備していきたいなと思っています。 

 

渡邊 [Q]：化学工業日報社のワタナベと申します。お話ありがとうございます。 
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インサイトビジネスについてうかがいたいです。最後のまとめのスライドにある、各プロセスの活

動で得られたデータ、研究開発の各プロセスということだと思うのですが、現時点で今回、具体例

として示していただいた、例えば子宮内膜症に関しては、どういうデータが臨床試験を通じて集め

られていて、それをそれぞれの、例えば画像診断や痛み測定などに活かすことができるのかをご説

明いただけますか。 

石井 [A]：ご質問どうもありがとうございました。 

まだ検討中なので、具体的にデータを臨床試験を通じて集めるところにはまだ至っておりません。

ここで申し上げたのは、臨床試験の中で既に得られたデータを使って、この有効性をソリューショ

ンが、確かに予想どおりのパフォーマンスを果たすかを検証したことにとどまっています。 

具体的にどういうデータが取れるかとですが、これは各国の規制や、そういうものに従うことや、

先ほどご質問にあったように、社会でどこまで受け入れられるのかによって大きく変わるのかなと

思っております。そういうデータを使って、患者さんが受益できるメリットを感じれば、多くのデ

ータが取れていくようになるのだろうとは期待しております。 

渡邊 [Q]：分かりました。 

具体的な薬剤として、IL-8 リサイクリング抗体を開発中ということです。今後の事業化のスケジュ

ールとして、プレゼンの 57 ページ目の検証フェーズ、事業化フェーズがあります。インサイトビ

ジネスが事業化されたと同時に、この開発品も上市して、同時進行で医薬品も上市して、その付加

価値としてのインサイトビジネスも一緒に展開していくイメージに今後はなるということでしょう

か。 

石井 [A]：ありがとうございます。 

ここは医薬品の開発のスケジュールがなかなか思いどおりにもいかないところもあったりしますの

で、これとは別に、このソリューションの開発は適宜行い、進めていくことを考えており、そこが

うまくシンクロできれば一番いい状況かなと思っております。このソリューションの開発は、計画

しておりますのは、なるべく早いうちに社会に出して、これを実証していく形で進めたいとは考え

ております。 

渡邊 [Q]：分かりました。確認事項で、この開発中の抗体の AMY109 のことだと思うのですが、

この薬剤の臨床試験のデータも当然、活用していくということですか。 

石井 [A]：そうですね。今、開発しておりますソリューションの検証の場としては、そのデータは

十分に活用していくことを想定しております。 
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渡邊 [M]：分かりました。ありがとうございます。 

宮田 [M]： アライアンス・バーンスタインの曽木様、よろしくお願いいたします。 

曽木 [Q]：ありがとうございます。 

インサイトビジネスに関して質問があります。この事業を、日本で事業化することを目指すという

お話でしたが、もちろん今すぐというお話ではないと思いますが、日本での事業化を考えると、診

療報酬で支払われることがない限り、なかなか事業化が難しいのではないかと考えています。その

ことに関して、そういう方向で考えられているのか。 

今のところ、当然ながらも御社のほうでも厚労省と、まだ早い段階だとは思いますが、いろいろデ

ィスカッション等を重ねられていると思います。こういったインサイトビジネスに対して診療報酬

を付けることで、日本人の健康を促進するようなビジョンについて、日本の政府はどういう考えな

のか教えていただけますか。 

石井 [A]：ご質問どうもありがとうございます。 

インサイトビジネスに関しての事業化ですが、ここに向けて医療規制ですね、医療機器としての承

認を得て保険償還させるかという議論に関しては、医療機器としてまずは認められるようなレベル

のものでないと、適切な情報を患者さんに流せないのかなということが前提となっております。医

療機器の規制の中でどう仕切られるかに依存する部分もございますので、必ず医療機器を目指す、

目指さないということでは、今のところは議論できなくて、ケース・バイ・ケースかなと考えてお

ります。 

それから、保険償還に関しては、まだそこまで議論が進められている状況ではなくて、今の段階で

は、先ほど申したように、それぞれのソリューションが医療機器に相当するのか相当しないのかの

議論は進んでおりますが、そこから先はまだ十分には議論できていない状況にあります。必要な事

項だと思っております。 

曽木 [Q]：分かりました。ありがとうございます。 

何か今のところ、日本政府のこういったインサイトビジネスに対する規制の方向、または診療報酬

の方向は、そういうディスカッションはまだされていないでしょうか。 

石井 [A]：はい。まだ十分にはできていない状況にあります。 

曽木 [M]：分かりました。ありがとうございました。 
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沼田 [Q]：ミクスの沼田です。生成 AI についてご質問したいです。 

二つありまして、一つ目が、ユースケースで R&D のところはお示しいただいたのですが、それ以

外の部門で、特にセールスマーケティング辺りでどういうユースケースを考えていらっしゃるのか

をうかがいたいです。 

二つ目は、生成 AI の今後の活用ということで、例えば対医療者や対患者など、いわゆるビジネス

的に顧客に対して生成 AI をどう活用していくかはまだ先だと思うのですが、その辺の見通し、そ

の辺についてのご見解を教えていただければと思います。 

金谷 [A]：ご質問ありがとうございます。 

まず 1 点目は、R&D 以外のユースケースということで、特にセールス部門ということでした。先

ほど、冒頭の説明の中にもありましたが、営業の効率化もしくは顧客情報からのインサイト創出と

いうところは、MR や、メディカルインフォメーション、もしくは MSL の活動の中で日々情報が

たまっているもので、まだまだ埋もれているところがあります。 

ですので、そこから新たなクリニカルクエスチョンを見つけるであるとか、そのクリニカルクエス

チョンに基づいた先生方とのディスカッションで、新たな世の中のアンメット・メディカル・ニー

ズがあるところをしっかり見つけていく、そういった活動につなげていくというのが一つ考えられ

ることかなと考えております。 

もう一つ、対顧客、特に患者さんかなと思いますが、生成 AI の活用の方法としては、われわれは

まだ、直接は顧客に対して医薬品を提供するところしかできていないのかなと思っています。先ほ

どのインサイトビジネスのように、新たなソリューションを直接顧客に提供するようなことが始ま

れば、生成 AI もかなり活用するところもあるのかなと思っていますが、まだそこの議論の段階に

は至っていないというのが正直なところかなと思います。 

ただ、患者さんからの日々の医薬品に対する情報提供や問い合わせ、そしてわれわれからの情報提

供という部分に関しては、正確な情報をいかに効率よくお届けできるかが一つの課題なのかなと思

っています。ですので、問い合わせ業務や、われわれの発信、もしくは患者さんからのアクセスに

対して、適正な情報にアクセスいただける仕組みは積極的につくっていきたいなという思いではお

ります。 

沼田 [Q]：ありがとうございます。 
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医療者に対してはいかがですか。今も多分、医療者側からの問い合わせは受けていると思うのです

が、生成 AI を活用するという意味では。 

金谷 [A]：われわれがどこまで協力できるかというところがありますが、先ほども挙げたように、

患者さんからの情報は、医療機関でも大切な情報だと思っております。患者さんの情報をいかに必

要な情報にまとめるか、そういった仕組みは、先ほどのリアルワールドデータのご質問の中でもあ

りましたように、利活用側としては、われわれも一プレーヤーとして、大切なデータを活用させて

いただきたい思いではいます。 

ですので、医療機関の方々、もしくは患者さんとどういう情報収集、もしくはそれを要約して最適

に利活用できるデータにしていくかというところは協働していきたいなと思っております。 

沼田 [M]：ありがとうございました。 

山口 [Q]：シティグループ証券の山口と申します。 

具体例についてはなかなかお話ししにくいかと思うのですが、直近、御社はバビースモというの

を、こういう体制になってから発売していると思います。御社としては、今までのやり方と今回、

デジタル的なものがいろいろ入った中での発売によって、ちょっと違うアプローチがあったのか、

具体的な例は分からないのですが、もしそういったものがあれば教えていただければと思います。 

志済 [M]：すみません。ご質問の趣旨がちょっと、バビースモの発売と。 

山口 [Q]：バビースモの発売に御社のこのデジタル的なアプローチ、デジタルマーケティング的な

アプローチがどのぐらい使われていたのかが、もしあれば教えていただきたいと思いました。 

志済 [A]：具体的に、バビースモに対してのデジタル戦略は特にないです。ただ、営業サイドでさ

まざまなキーとなる先生方への情報提供や、眼科領域は私どもにとっては割と新しい分野ですの

で、そういったところにデジタルの活用を、営業本部で何かそういったアプローチを考えているか

と思いますが、特に私どものほうで何かご支援しているところはないかと思います。 

山口 [Q]：分かりました。 

もう 1 個だけ簡単に、過去知見の再利用性確保というのがインサイトの抽出の中にございました。

とても大事なことだと思うのですが、なかなか過去知見は集めるのが大変かなと思ったりします。

この辺はどのように工夫されて集めておられるのかを一つご紹介いただきたいと思いました。 

金谷 [A]：生成 AI の文脈のところで出てきたところかなと思いますので、私からお答えしたいと

思います。 
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おっしゃるとおり、まずは分析できる情報が本当につくれるのかが、一つの大きな社内では課題か

なと思っています。ただ、実験ノートであるとか議事録であるとか、日々のオンラインでのコミュ

ニケーション、もしくはチャットなどでのコミュニケーション、あらゆる情報が今後は活用できる

のではないかなとは考えております。 

そこが記録として残っているにもかかわらず、隣に座っていてもなかなか隣の人の全てが分かって

いるわけではないというところを、このテクノロジーで、必要なところを必要なタイミングで取り

出せる、そういったことができるのではないかなというのが、先ほどご説明したコンセプトであり

ます。まずはデータを整理して、それが利活用できる状況にして、モデルを構築していく、そうい

ったステップを一つずつ進めている状況です。 

山口 [M]：ありがとうございました。 

宮田 [M]：ありがとうございました。 

以上をもちまして、中外製薬 DX 説明会を終了いたします。 

お時間の関係でお答え出来なかったご質問につきましては、別途、広報 IR 部までお問い合わせく

ださい。電話番号およびメールアドレスは、プレゼンテーション資料の最後のページに記載してご

ざいます。また、アンケートへのご協力をお願いいたしたく、会場でご参加の方はお手元のアンケ

ート用紙へご記入をお願いいたします。Zoom でご参加の方は退出時にアンケート回答画面が表示

されますので、ぜひご入力をお願いいたします。 

本日はお忙しいところ、ご参加いただきまして誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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